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「
母
性
守
れ
」の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
発
言
す
る
代
議
員

１
０
０
０
人
拡
大

１
０
０
０
人
拡
大
へ

飛
躍
つ
く
り
だ
そ
う

　

大
教
組
は
２
月
27
日
、
第
１
７
９
回
臨
時
大
会
を
大
阪
府
教
育
会
館
で
開
催

し
、
春
闘
の
と
り
く
み
や
教
育
運
動
な
ど
当
面
の
方
針
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

２
０
１
０
年
度
新
役
員
を
選
出
。
大
会
討
論
で
は
、
15
人
の
組
合
員
が
発
言
し
、

特
別
休
暇
改
悪
反
対
の
た
た
か
い
や
職
場
活
動
、
組
合
員
拡
大
の
経
験
が
生
き
生

き
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

辻
保
夫
大
教
組
委
員
長
は

あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、「
自

民
党
政
権
と
い
う
『
壁
』
が

と
り
払
わ
れ
、
私
た
ち
が
動

け
ば
動
く
ほ
ど
多
く
の
実
り

が
え
ら
れ
る
『
労
働
組
合
の

時
代
』
を
迎
え
て
い
る
」
と

強
調
。
そ
の
も
と
で
「
連
帯

と
助
け
合
い
の
職
場
活
動
の

前
進
」「
組
合
活
動
の
新
た

な
担
い
手
づ
く
り
」「
参
院

選
闘
争
に
立
ち
上
が
り
、
教

育
政
策
の
根
本
的
な
転
換
」

の
３
つ
の
課
題
に
立
ち
上
が

る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
大
会
議
案
の
提
案
を
行

っ
た
田
中
康
寛
書
記
長
は
、

政
治
的
激
動
の
な
か
で
２
０

１
０
年
春
闘
の
重
要
性
を
強

調
し
、「『
子
ど
も
の
貧
困
』

解
消
、
労
働
者
・
国
民
の
雇

用
と
く
ら
し
の
安
定
、
教
職

員
定
数
増
と
学
校
現
場
の
長

時
間
過
密
労
働
解
消
を
政
府

・
財
界
へ
せ
ま
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

大
会
討
論
よ
り

大
会
討
論
よ
り

〝
青
年
が
主
人
公
〞

楽
し
く
地
道
に林 秀憲さ　　ん

（高槻教組）

　

世
代
交
代
が
ど
ん
ど
ん
す

す
み
、
青
年
部
活
動
を
ど
う

組
織
す
る
か
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
槻
で

は
学
習
会
を
通
し
て
青
年
が

つ
な
が
り
、
花
見
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
ス
キ
ー
な
ど
青
年

が
主
体
と
な
っ
た
多
彩
な
と

り
く
み
が
前
進
し
て
い
ま

す
。
単
組
書
記
長
と
し
て
大

変
な
１
年
間
で
し
た
が
、

「
今
の
う
ち
に
失
敗
し
て
お

こ
う
」
の
気
持
ち
で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ん
？

声
か
け
大
切
に東山 恵子さ　　ん

（松原市教組）

　

仕
事
を
通
し
て
若
い
先
生

た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
く
ス

タ
ン
ス
を
貫
き
ま
し
た
。
私

た
ち
ベ
テ
ラ
ン
の
役
割
は
組

地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に北沢 雄一さ　　ん

（豊能教組）

　

能
勢
町
教
委
が
小
・
中
学

校
８
校
を
統
廃
合
に
す
る
計

画
を
打
ち
出
し
、
住
民
の
な

か
に
不
安
が
広
が
り
ま
し

た
。
教
職
員
組
合
と
し
て
真

正
面
か
ら
こ
の
問
題
を
と
り

あ
げ
、
３
種
類
の
ビ
ラ
を
全

戸
配
布
し
、
事
実
を
知
ら

せ
、
地
域
の
な
か
に
「
統
廃

合
反
対
」
の
声
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い

町
づ
く
り
へ
共
同
を
さ
ら
に

広
げ
る
決
意
で
す
。

「
変
化
」へ
の
願
い

渦
巻
く　
　
　
　

柿木 昭一さ　　ん
（枚方教組）

　

「
多
く
の
新
採
者
が
離
職

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状

の
打
破
を
」。
文
科
大
臣
宛

ハ
ガ
キ
行
動
に
寄
せ
ら
れ
た

声
で
す
。
全
教
５
大
重
点
要

求
の
ハ
ガ
キ
行
動
に
は
、
組

合
員
の
数
倍
の
数
が
集
約
さ

父
母
・
教
職
員

手
を
携
え
て　

岩井 繁和さ　　ん
（大阪私学教組）

　

高
校
学
費
無
償
化
政
策

は
、
受
益
者
負
担
主
義
と
高

学
費
政
策
の
自
民
党
政
治
か

ら
の
大
き
な
転
換
で
、
私
た

ち
の
運
動
の
成
果
で
す
。
全

国
私
教
連
は
４
月
か
ら
、
私

学
の
学
費
無
償
化
の
一
点
で

要
請
署
名
に
と
り
く
み
ま

す
。
ま
た
、
橋
下
知
事
の
ね

ら
う
「
公
私
立
高
校
の
競
争

促
進
」
の
た
め
の
学
費
無
償

化
で
は
な
く
、
憲
法
理
念
に

も
と
づ
い
た
私
学
無
償
化
を

め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
の
実
態
か
ら

出
発
し
よ
う　
　
　山口 妙子さ　　ん

（東大阪教組）

　

学
校
で
の
教
育
課
程
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
で

す
。
学
習
指
導
要
領
の
こ
と

を
親
に
話
し
、
教
職
員
に

「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
投
げ

か
け
る
こ
と
で
す
。
話
し
合

う
な
か
で
「
子
ど
も
の
基
礎

学
力
保
障
の
た
め
の
工
夫
」

「
保
護
者
の
意
見
や
要
望
を

権
利
と
し
て
の
教
育

次
世
代
へ　
　
　
　大島 悦子さ　　ん

（障害児教育部）

　

１
月
の
障
害
児
学
級
・
学

校
全
国
交
流
集
会
Ｉ
Ｎ
大
阪

に
は
、大
阪
の
支
援
学
級
・
通

常
学
級
担
任
か
ら
も
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
特
別

支
援
教
育
の
掛
け
声
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
教
育
条
件
は
立

ち
遅
れ
現
場
の
努
力
だ
け
が

押
し
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
青
年
は
、
学

び
と
仲
間
を
求
め
、
組
合
加

入
も
す
す
ん
で
い
ま
す
。

〝
た
た
か
う
組
合
〞

の
値
打
ち
語
ろ
う鍋田 仁史さ　　ん

（大阪市教）

　

市
費
事
務
職
員
全
廃
に
対

す
る
た
た
か
い
は
、
組
合
所

属
の
違
い
を
こ
え
共
同
が
広

が
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
署
名

が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。「
全

廃
」
を
く
い
と
め
、
組
合
員

か
ら
「
大
阪
市
教
は
み
ん
な

で
た
た
か
っ
た
」
と
感
動
的

な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

組
織
拡
大
で
は
、
青
年
フ
ェ

ス
タ
で
も
加
入
が
す
す
み
、

引
き
続
き
、
年
間
目
標
達
成

へ
奮
闘
し
ま
す
。

女
性
部
運
動
の　

あ
ら
た
な
前
進
へ井上 千佳子さ　　ん

（女性部）

　

「
涙
の
た
た
か
い
で
か
ち

と
っ
た
制
度
を
な
く
さ
な
い

で
」。「
特
別
休
暇
改
悪
」
攻

撃
で
は
大
教
組
女
性
部
の
呼

び
か
け
に
こ
た
え
、
単
組
・

支
部
の
創
意
あ
る
た
た
か
い

が
前
進
し
ま
し
た
。
多
く
の

女
性
が
団
体
交
渉
・
決
起
集

会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
組

合
の
歴
史
の
値
打
ち
、
存
在

意
義
を
再
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

た
た
か
っ
て
こ
そ　

攻
撃
を
押
し
返
せ
た鈴木 まさよさ　　ん

（堺市教組）

　

「
特
別
休
暇
改
悪
」
攻
撃

に
、
職
場
の
怒
り
が
爆
発
し

ま
し
た
。
全
１
５
２
分
会
が

職
場
決
議
、
３
２
０
０
筆
の

教
職
員
署
名
が
短
期
間
に
集

約
さ
れ
ま
し
た
。
決
起
集
会

初
参
加
の
青
年
か
ら
、「
や
っ

ぱ
り
ま
ち
が
っ
て
い
な
か
っ

た
。
勇
気
を
出
し
て
行
動
し

た
い
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
職
場
に
確
信
が
広

が
り
、
青
年
や
子
育
て
世
代

の
加
入
が
す
す
み
ま
し
た
。

新
た
な「
担
い
手

づ
く
り
」を　
　

川上 正寿さ　　ん
（全教八尾）

　

「
特
休
改
悪
闘
争
」
で
は

子
育
て
世
代
の
女
性
の
加
入

が
す
す
み
、「
学
ぶ
・
つ
な

が
る
」
と
り
く
み
の
な
か

で
、
青
年
の
加
入
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
青
年
フ
ェ
ス
タ

は
過
去
最
高
の
参
加
を
え

て
、
青
年
も
先
輩
も
夜
遅
く

ま
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

「
声
を
か
け
な
け
れ
ば
明
日

は
ひ
ら
け
な
い
」。
こ
の
１

年
の
と
り
く
み
の
重
要
な
教

訓
で
す
。

涙
で
つ
く
っ
た

制
度
な
く
す
な柏木 千鶴子さ　　ん

（府障教）

　

「
特
休
改
悪
」
攻
撃
に
対

し
、
府
障
教
女
性
部
は
短
期

間
に
５
０
０
枚
以
上
の
〝
怒

り
〞
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
集

約
し
、
職
場
で
は
「
権
利
獲

得
の
闘
争
の
歴
史
」
が
語
ら

れ
、
た
た
か
い
は
大
き
く
広

が
り
ま
し
た
。
団
交
や
決
起

集
会
初
参
加
の
青
年
・
女
性

も
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。
結

婚
を
控
え
た
女
性
が
、
闘
い

に
ふ
れ
る
な
か
で
組
合
加
入

す
る
な
ど
、
組
織
拡
大
の
前

進
も
大
き
な
成
果
で
す
。

春
闘
勝
利
へ　
　

官
民
共
同
の
力
で三宅 良夫さ　　ん

（岸和田市教組）

　

不
況
の
な
か
で
民
間
企
業

で
は
解
雇
・
雇
い
止
め
が
横

行
し
、
地
域
で
も
〝
労
働
組

合
の
出
番
〞
の
情
勢
と
な
っ

て
い
ま
す
。
教
育
現
場
の
困

難
の
背
景
に
は
、
親
の
深
刻

な
生
活
実
態
が
あ
り
ま
す
。

教
職
員
組
合
と
し
て
、
労
働

者
の
雇
用
と
生
活
を
守
り
、

親
が
「
人
間
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
」
た
め
の
闘
い
に
立
ち

上
が
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

世
論
と
運
動
が

政
治
を
変
え
る米山 幸治さ　　ん

（府高教）

　

高
卒
生
の
就
職
は
最
悪
の

状
況
が
続
き
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
と
希
望
を
奪
っ
て
い
ま

す
。
大
企
業
が
た
め
こ
ん
だ

利
益
を
は
き
だ
さ
せ
雇
用
・

賃
上
げ
に
還
元
す
る
、
今
春

闘
の
と
り
く
み
は
重
要
で

す
。「
働
く
ル
ー
ル
」
の
確

立
へ
、
非
常
勤
講
師
の
賃
金

改
善
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
改
正
を
求
め
る
と
と
も

に
、
政
治
の
変
化
を
加
速
さ

せ
る
参
院
選
闘
争
に
立
ち
上

が
り
ま
し
ょ
う
。

渡部 有子さ　　ん
（中央執行副委員長／
 所属・堺市教組）

加藤 秀雄さ　　ん
（中央執行委員／
 所属・全教八尾）

山上 ゆりさ　　ん
（会計監査／
 所属・大阪市教）

北川 美千代さ　　ん
（中央執行委員／
 所属・府障教）

神野 麻美さ　　ん
（中央執行委員／
 所属・四條畷市教組）

退
任
さ
れ
た
み
な
さ
ん

退
任
さ
れ
た
み
な
さ
ん

  

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

2
月
23
日
に
府
民
要
求
連
絡
会
が
主
催
し
た
府
庁
包
囲
行
動

橋
下
府
政
３
年
で

橋
下
府
政
３
年
で

５
８
３
億
円
減

５
８
３
億
円
減　

　

第
１
は
、「
教
育
日
本

一
」
と
い
い
な
が
ら
、
実
際

に
は
教
育
予
算
を
大
き
く
削

減
し
、「
切
り
捨
て
教
育
日

本
一
」
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
大
阪
府
の
教
育
予

算
は
、
84
年
度
の
一
般
会
計

比
約
35
％
か
ら
、
来
年
度
予

算
の
17
・
６
％
ま
で
、
こ
の

20
年
以
上
で
半
分
に
削
減
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
橋
下

知
事
に
よ
っ
て
私
学
の
経
常

費
助
成
・
約
40
億
円
削
減
な

ど
08
年
度
３
５
０
億
円
、
09

年
度
２
０
１
億
円
、
さ
ら
に

来
年
度
で
32
億
円
と
、
３
年

間
で
５
８
３
億
円
も
削
減
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

安
上
が
り
の
公
教
育
へ
、

人
件
費
の
削
減
と
、
急
激
な

非
正
規
化
を
推
進
し
た
結

果
、
病
気
や
介
護
等
で
休
む

人
が
出
て
も
代
替
が
来
な

い
、「
教
育
に
穴
が
あ
く
」

と
い
う
日
常
の
教
育
活
動
さ

え
、
ま
と
も
に
保
障
で
き
な

い
異
常
な
事
態
に
陥
っ
て
い

ま
す
。教

育
の
公
正
・

教
育
の
公
正
・

  

公
平
く
ず
す

公
平
く
ず
す　

　

そ
の
一
方
で
、
一
部
の
エ

リ
ー
ト
育
成
を
ね
ら
う
、

「
進
学
指
導
特
色
校
」
10
校

だ
け
に
１
億
円
の
予
算
を
措

置
し
、
ピ
ア
ノ
や
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
な
ど
で
優
れ
た
「
成

果
」
を
あ
げ
て
い
る
専
門
学

科
に
３
０
０
０
万
円
の
予
算

を
措
置
す
る
な
ど
、「
で
き

る
子
」
だ
け
に
大
き
な
お
金

を
そ
そ
ぎ
込
む
、「
え
こ
ひ

い
き
予
算
」
に
な
っ
て
い
ま

す
。
公
教
育
は
、
す
べ
て
の

子
ど
も
に
公
正
・
公
平
に
教

育
を
保
障
す
べ
き
も
の
で

す
。

「
で
き
る
子
」「
で
き

「
で
き
る
子
」「
で
き

な
い
子
」に
選
別

な
い
子
」に
選
別　

　

第
２
は
、
競
争
と
切
り
す

て
、
管
理
の
教
育
の
徹
底
で

す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
へ
の

教
育
保
障
を
す
す
め
る
小
学

校
３
年
生
以
上
へ
の
35
人
学

級
拡
充
を
否
定
し
、
子
ど
も

を
「
で
き
る
子
」
と
「
で
き

な
い
子
」
に
振
り
分
け
て
指

導
を
す
す
め
る
習
熟
度
別
指

導
の
お
し
つ
け
に
22
億
円
を

か
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市

町
村
や
学
校
を
ラ
ン
ク
付
け

し
、
子
ど
も
と
教
職
員
を
い

っ
そ
う
の
競
争
に
か
り
た
て

る
「
学
力
テ
ス
ト
対
策
」
学

習
の
推
進
へ
、
中
学
校
学
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
10
億

円
、
市
町
村
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
約
５
億
円
、
さ

ら
に
「
大
阪
府
一
斉
学
力
調

査
」
の
実
施
へ
、
２
年
間
で

１
億
９
千
万
円
の
予
算
を
措

置
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
子
ど
も
た
ち
の
心

の
あ
り
方
や
、
日
常
生
活
ま

で
も
数
値
目
標
で
が
ん
じ
が

ら
め
に
す
る
「
教
育
力
向
上

プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る
事
業

に
多
く
の
予
算
を
措
置
し
、

子
ど
も
と
教
職
員
へ
の
管
理

統
制
を
強
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

「
教
育
こ
わ
し
」

「
教
育
こ
わ
し
」

許
さ
ぬ
共
同
を

許
さ
ぬ
共
同
を

　

大
教
組
は
、父
母
・
府
民
の

切
実
な
教
育
要
求
と
結
び
、

「
ど
の
子
に
も
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
の
保
障
を
」
と
い
う

1009080706050403020100969084
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34.6％

17.6％

教育予算の割合
どんどん低下
教育予算の割合
どんどん低下

　＜大阪府の教育委員会予算＞
（対府予算比）

少
人
数
学
級
を

広
げ
よ
う　
　

上島 ゆりこさ　　ん
（父母）

　

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
の
教

室
。
忙
し
く
走
り
回
る
先
生

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

た
ち
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
な
か
な
か

発
信
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
。
親
た
ち
の
シ
ン
プ
ル
な

願
い
は
、
少
人
数
学
級
で
一

人
ひ
と
り
へ
の
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
、
そ
し
て
子
ど
も
に

は
楽
し
く
学
校
に
通
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
。
学
力
テ

ス
ト
で
不
安
を
あ
お
る
の
で

は
な
く
、
ど
の
子
も
伸
び
の

び
教
育
を
受
け
ら
れ
る
教
育

施
策
を
！

高
校
つ
ぶ
し
の

誤
り
認
め
よ　

河添 純子さ　　ん
（府立泉鳥取高校）

　

本
校
は
困
難
の
多
い
学
校

で
す
が
、
手
を
か
け
時
間
を

か
け
て
、
生
徒
や
保
護
者
と

の
信
頼
を
築
き
、
落
ち
着
い

た
学
校
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
教
職
員
も
生
徒
も
お
互

い
に
顔
が
覚
え
ら
れ
る
一
学

年
６
ク
ラ
ス
ま
で
が
適
正
規

模
で
す
。
府
教
委
は
こ
の

間
、
地
元
の
猛
反
対
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
泉
南
地
域
で
は

砂
川
高
校
を
つ
ぶ
し
ま
し

た
。「
府
教
委
は
ま
ず
も
っ

て
、
府
立
高
校
統
廃
合
の
誤

り
を
認
め
よ
」。
こ
れ
が
現

場
の
声
で
す
。

評
価
育
成
シ
ス
テ
ム

評
価
育
成
シ
ス
テ
ム

検
証
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
ご
協
力
を

検
証
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
ご
協
力
を

　
「
客
観
・
公
正
な
評
価
は
で
き
な
い
」「
資
質

・
意
欲
の
向
上
に
結
び
つ
か
な
い
」「
教
職
員
の

協
力
・
共
同
を
こ
わ
す
」。「
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
批

判
が
ふ
き
だ
し
て
い
ま
す
。
廃
止
・
撤
回
へ
の
世

論
づ
く
り
へ
、
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 　会場あふれる400人の府民が参加。中塚

明・奈良女子大学名誉教授が「『韓国併
合』100年とNHKドラマ『坂の上の雲』を
考える」と題して講演し、朝鮮侵略の歴史
的事実への直視と反省を訴えました

２・11建国記念の日不承認のつどい

　

大
教
組
第
34
回
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
42
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

機
関
紙
大
賞

「
府
障
教
ニ
ュ
ー
ス
」
府
障
教

第
１
種
単
組
・
支
部

優
秀
賞
「
ね
や
が
わ
市
教
組
」

 

寝
屋
川
市
教
組

第
２
種
分
会
・
職
場
新
聞

優
秀
賞「
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」

 

府
高
教
・
箕
面
東
分
会

第
３
種
専
門
部

優
秀
賞
「
か
た
ら
い
」

 

南
教
組
河
内
長
野
市
教
組

 

事
務
職
員
部

第
４
種
地
域
・
父
母

優
秀
賞「
組
合
加
入
リ
ー
フ
」

 

泉
北
教
組

第34回大
教
組
２
０
１
０
年
度
役
員
体
制

大
教
組
２
０
１
０
年
度
役
員
体
制

役　

職

氏　

名

所　

属

中
央
執
行
委
員
長

田
中　

康
寛
高
槻
教
組
・
離
籍
専
従

中
央
執
行
副
委
員
長
小
豆
島
悦
子
大
阪
市
教
・
長
原
小

辻　
　

保
夫
枚
方
教
組
・
離
籍
専
従

石
井　

佳
宏
寝
屋
川
市
教
組
・
木
田
小

書　
　

記　
　

長

小
林　
　

優
大
阪
市
教
・
小
松
小

書　

記　

次　

長

末
光　

章
浩
府
高
教
・
西
野
田
工
科
高

杉
本　

琢
哉
府
障
教
・
東
大
阪
養
護

中
央
執
行
委
員

佐
々
木
温
子
豊
中
教
組
・
箕
輪
小

服
部　

安
幸
枚
方
教
組
・
桜
丘
北
小

浅
田　
　

豊
全
教
八
尾
・
曙
川
小

吉
本　
　

敦
南
河
内
地
区
教
組
・
藤
沢
台
小

飛
田
知
江
美
大
教
組
東
大
阪
・
孔
舎
衙
中

太
田　

弘
司
府
高
教
・
城
東
工
科
高

三
宅　

良
夫
岸
和
田
市
教
組
・
北
中

橘
岡　

正
樹
市
障
教
・
光
陽
養
護

岡
本　

博
子
寝
屋
川
市
教
組
・
桜
小

土
橋　

浩
輔
全
教
吹
田
・
千
里
第
一
小

会　

計　

監　

査

長
谷
川
和
久
全
教
吹
田
・
片
山
中

下
岡　

正
忠
堺
市
教
組
・
福
泉
小

宮
城　
　

登
大
阪
市
教
・
巽
中

福
田　
　

徹
府
障
教
・
堺
養
護

特
別
中
央
執
行
委
員
薮
田
ゆ
き
え
府
高
教
・
離
籍
専
従

山
口　
　

隆
大
教
組
東
大
阪
・
離
籍
専
従

加
門　

憲
文
府
高
教
・
離
籍
専
従

中
村　

尚
史
南
河
内
地
区
教
組
・
離
籍
専
従

大教組

機関紙コンクール機関紙コンクール

合
加
入
を
呼
び
か
け
る
こ
と

と
同
時
に
、
若
い
人
た
ち
が

子
ど
も
の
成
長
や
発
達
を
大

切
に
し
、
学
校
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
成
長
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
を
先

輩
と
し
て
「
教
え
る
」
の
で

は
な
く
、
一
緒
に
悩
み
な
が

ら
伝
え
て
い
く
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

聞
く
」
な
ど
、
教
職
員
の
な

か
に
合
意
が
生
ま
れ
て
き
ま

す
。
難
し
く
考
え
ず
、
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

れ
、
青
年
組
合
員
が
職
場
全

員
か
ら
集
め
る
と
い
う
分
会

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
踏
み
出

す
な
か
で
、
教
職
員
の
要
求

の
強
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
度
大
阪
府
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、
２
月
府
議
会
で
の

審
議
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
橋
下
府
政
３
年
目
の
教
育
予
算
案
の

特
徴
と
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
田
中
康
寛
・
大
教
組
書
記
長
に

聞
き
ま
し
た
。

松
本
洋
介
さ
ん（
青
年
部
）の
発
言

は
１
面
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

共
感
の
拍
手
が
何
度
も

会
場
を
包
ん
だ　
　
　

大 教 組
臨時大会

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

10

22,390
23,920

27,200

34,700
36,500

38,10038,800

090807060504
（年）

（万円）

教職員旅費
６年間で
43％減

教職員旅費
６年間で
43％減

＜教職員1人あたりの旅費予算＞
（小学校）

2010年度府教育予算2010年度府教育予算

競
争
と
切
り
捨
て

競
争
と
切
り
捨
て

安
上
が
り
教
育
を
推
進

安
上
が
り
教
育
を
推
進

願
い
を
集
め
、
橋
下
府
政
と

府
議
会
に
向
け
た
と
り
く
み

を
強
化
し
ま
す
。
教
育
費
無

償
化
、
少
人
数
学
級
実
現
、

競
争
教
育
の
是
正
へ
、
オ
ー

ル
教
育
関
係
者
と
の
共
同
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

田
中
康
寛
・
大
教
組
書
記
長

たたかう組合へ広がる確信たたかう組合へ広がる確信


